
平成２９年度 第３回八尾市在宅医療・介護連携推進会議　会議録（要約版）
平成29年12月14日（木）
午後２時～４時
八尾市役所本館６０５会議室
出席者　委　員：委員名簿のとおり
（代理出席：八尾市地域包括支援センター連絡会　福森様

健康推進課　嶋野課長補佐　　　　　　　　　）
　　　　事務局：高齢介護課　植田参事、吉川課長補佐、山平係長、稲冨係長、上田係長
　　　　　　　　　（オブザーバー：山原次長）
１．開　　会
２．「第7期八尾市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画」（素案）について
	■（事務局説明）[資料1]
「第7期八尾市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画」（素案）について
説明。
■ 意見交換

・「在宅医療」の定義は。医療側としては、外来通院も在宅医療であり、
　退院から外来通院は一貫性があって切れ目はないので、「病院から在宅医療への

円滑な移行」に違和感がある。
・専門病院から地域のかかりつけ医への流れ、その切れ目をスムーズにという
のが「切れ目のない医療」では。
　→入院以外、通院も含めて「在宅医療」と考えている。

在宅では、医療だけでなく介護の支援が不可欠であり、そのために医療と
介護との間で連携がスムーズになるよう推進していくと解釈いただきたい。
・ＩＣＴの活用について。


３．八尾市認知症初期集中支援推進事業について
	■（事務局説明）[資料２]
八尾市認知症初期集中支援推進事業について説明。
■ 意見交換

・認知症初期集中支援チームの活動は平成30年4月1日からか。
　→平成30年4月1日に設置し、活動を開始していく。

・認知症初期集中支援チームは1チームか。どれくらいの利用を見込んでいるか。
　→1チーム。利用見込みは40件程度。

	■（事務局説明）[別紙１]
八尾市認知症初期集中支援チームの図の一部変更について説明。

■ 意見交換

・例えば、保健所に相談があり、認知症と思われる人が独居で家族等がいない
場合、校区高齢者あんしんセンターに連絡すればよいか。
　→これまでどおり、保健所と校区高齢者あんしんセンター、市で支援について会議等をしていくことになる。


４．在宅医療・介護連携推進事業　多職種連携推進研修会について
	■（事務局説明）
・多職種連携研修会について説明。
■ 意見交換

・歯科衛生士の参加を検討できないか。
　→今回は歯科医師の中に歯科衛生士を含める形で参加いただき、次回は歯科

衛生士会に声を掛けさせていただく方向で、歯科医師会に相談させていた

だきながら検討する。
・ほかの職種の参加についてどのように考えているか。
　　→この会議でご意見をいただき、連携が必要な職種があるようであれば、

　　　増やしていく方向で検討していきたい。


４．その他
	■（事務局）
・本年度予定していた会議はすべての日程を終了となる。

来年度も本会議を開催していくので引き続きご協力願いたい。


５．閉　　会
	■ 地域福祉部長 挨拶


